
箕面市 市長公室 政策企画課

市民会議

何をするの

なぜするの

どんなふうに
するの

新しい総合計画づくりを進めます。新しい総合計画の基本構想の策定に向けて、
どんなまちにしたいかをみんなで考えてまとめます

平成19年度は、まちのことや行政のことについて学びます
平成20年度は、学んだことを話し合い、提言をまとめます
提言書の提出後も、まちづくりに向けて、様々な活動をします
会議は月2回程度行う予定ですが、会議の運営や予算の使い方、進め方などは
すべて会議の中で決めていきます

市民が集まって、箕面市の将来について話し合う場を設け、「住み続けたいまち」
を市民と行政が協働して創っていくためです

どのくらいの間
するの

会議は、平成19年6月から、提言書の提出までを予定しています

誰が
参加できるの

箕面市在住・在勤・在学のいずれかに当てはまる16歳以上の人なら、誰でも会議
に登録し、参加できます

市は
何をするの

市は、会議運営にかかる予算の拠出、資料等の情報提供などを行います
また、サポートスタッフとして市職員が会議に参加し、お手伝いします

報酬は
でるの

報酬は出ませんが、会議の運営に必要な事務費はあります
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箕面市の現況

＊補完性の原則
＊バリューフォー
マネー（ＶＦＭ）

今なお深刻な財政状況 →構造的改革が必要

さらに、業務執行の効率
化と、官民の役割分担の
見直しを進める必要があ
る。

さらに、業務執行の効率
化と、官民の役割分担の
見直しを進める必要があ
る。

①経常収支比率 ②基金残高と市債残高
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基金と市債についても今なお深刻な状

況にある。かつて４3０億円を超えていた基

金残高は、平成１8年度末の見込みでは、

半分以下の約180億円となっており、まも

なく４割以下となる。一方、市債残高は逆

に３25億円を超えるに至っている。

自治体財政の健全性を測る尺度である
経常収支比率は、平成８年度以降９０％を
超える状況となり、平成１9年度当初予算
では、１０7．4％（減税補てん債及び臨時
財政対策債を一般財源に算入）となって
おり、財政の硬直化は極めて深刻な状況
にある。

年度 年度末

18年度は見込み

◇ 事業の廃止・見直し

◇ 業務の再構築

◇ 職員定数の見直し

◇ 給与等の見直し

など

構造的改革
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市民会議 ①（市民公募・・・平成１９年度前期）

広報紙

ホームページ

○○年後のみのおを創ろう！

【呼びかけ・５月～】

各団体お願い

将来のまちの
姿を語りたい！

自分たちのまちの
構想を自分たちの
手で創りたい！

地域の課題を解
決するには・・。

僕たちがずっと
住み続けるまち
なんだから。

みどり豊かな自
然を残そう！

今までのノウハウ
を活かしたい！

説明会
ちらし

回覧板

ポスター コミュニティ放送
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市民会議 ②（全体会・勉強会・・・平成１９年度前期）

全 体 会

個別勉強会

職員サポートスタッフ
（庁内公募 ５月～）

まちづくり・・・

【協働作業】

【協働作業】

【事務局】

政策企画課

大
学
連
携

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

市民参加手法
の検討・提案

市民自ら運
営したいと
思える機運
づくり

４
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自分たちで
やっていこう！

○○会の発足

地域の課題は地
域で議論しよう！

市民会議 ③（組織発足・・・平成１９年度後期）

アンケートでみん
なの声を聞こう！

自分たちの地域
の意見なら言い
やすいのでは？

まちづくり・・・

地域の課題解決策
から、市全体の基
本構想につなげま
しょう！

若い人の意見も
大切だよね。

国際的な感覚で箕
面市をどう捉まえ
るのか？

コンサル

大学連携

サポートスタッフ

もっと多くの市民の声
を聞くためにどうすれ
ば良いか？

今あるラウンド
テーブルを活用で
きないかなあ！

こんなデータが必
要だよね！
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市民会議 ④（地域課題の抽出・・・平成１９年度後期・２０年度～）

地域の・・・

地域の・・・

○○校区

△△校区

私たちも計画づく
りに関わりたい！

地域の方々の話
を聞いてみよう！

課題発見アンケート

まちづくりの想
いを述べたい！
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市民会議 ⑤（多様な意見の集約・・・平成２０年度～）

将来のまちの姿
を語りたい！

自分たちのまちの
構想を自分たちの
手で創りたい！

地域の課題を解
決するには・・。

こんなまちをつ
くりたい。

私たちの経験を活
かしたい！
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市民会議 ⑥（テーマごとの議論・・・平成２０年度～）

文化・歴史 街並み・景観

子育て・教育

安全・安心

みどり・自然 防災・災害

福祉・健康
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市民会議 ⑦（提言のとりまとめ・・・平成２０年度～）

提言書

報告会 活動PR

「箕面に住
み続けた
い！」を形
にしよう！

勉強会や分
科会で一定
の成果は出
たぞ…

市民主体のまちづくりに
向けて、これからも活動
していこう！！

９
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・公募市民
・市議会議員
・学識経験者
・公共的団体の代表者
・関係行政機関の職員

市民会議・策定委員会・審議会等の関係

市民会議

市

審議会

目標：基本構想の策定に向けた提言

委 員
（公募者全員）

・事務局
（政策企画課）

全体会議

校区別会議

テーマ別会議

25名
程度

事務局
（政策企画課）
（コンサル）

条例設置

・公募市民
・学識経験者
・行政職員

策定委員会

25名
程度

要綱設置

ワーキング
グループ

諮問 答申

提言
大学 コンサル

コンサルに期待すること

◎人脈（学識経験者や、適切な人を呼ぶことができる）
◎ノウハウ（市民会議運営に関する知識や経験）
◎データ（会社が保有する市民会議等に関する膨大なデータ）
◎市民と行政の間に入る、クッションとしての役割

大学に期待すること

◎ノウハウ（学識経験者、専門家としての知識）
◎データ（研究者として保持している膨大なデータ）
◎学生（斬新なアイディア、市政に対する興味）
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サポートスタッフ
（行政職員）
【公募】

市


